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r三田学会雑誌」82卷特別号一n (1990年3月）

ロンドンにおけるユグノー亡命者の定住と 

その職業構成についての一試論

須 永 隆
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I V 結 語

序

本稿の課題は，ロンドン亡命者教会の資料を基に，フランス絶対王制期に亡命を余儀なくされた

かのユグノ一の社会経済的基盤確定のための一助を提供することにある。イギリスのピューリタン

は形成以来80年をまって市民革命を実現したが，ユグノーの場合それと対聰的に，成熟に至らぬう

ちに迫害のなかで亡命の道を選択せざるをえなかった。「革命」と 「亡命」 と， このように両者の

運命は正反対であったが，そこに共通性がないわけではない。それは「近代資本主義」の揺藍期を 
. ( 1 )

担ったのがこれらカルヴィニストであったという点である。周知のごとくこれは「ウェーバー.テ 

ーゼ」であり，現代の係争点のひとつである。

ところで，ユグノーはナントの勃命廃止（1685年）を直接的契機としてその前後に，イギリスをは 

じめとして，アイルランド，スイス，オランダに亡命した。その総数はいまだに推測の域をでない 

力’S —般的には1680年以降40年間に約20万人が国外退去したといわれ，最近の研究によれば内5万 

人はイギリスに渡ったと推定される。またちなみに20万人という数字はフランス新教徒の10% に当 

たっていた。

一方，ロンドンに大量流入するユグノーに一番当惑したのは，在来の諸カンバニ一であった。か
( 2 )

つてジョージ• アンウィソ (G. Unwin)が以下のように指摘しているのは印象的である。「彼ら（フ

注 （1 ) 柳父徳太郎『国家理性と近代倫理』新紀元社，昭和56年，21 ,69 ,100ページ。「政治的」ュグノー 

と r生産力的」ピューリタンという構図が描かれている。中村勝己「ピュウリタニズムの検出一近世 

イギリス思想史研究序説tn)—」（『三田学会I I誌』73巻3号，1980年)，145ページ。

( 2 ) G. Unwin, Industrial Organization in the Sixteenth and Seventeenth Centuries, 19(M, p. 219, 

G .アンクィン，鍵ロ徹訳『ギルドの解体過程』岩波書店，1980年，300ページ。
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ェルト帽製造エカンバニ—— ~引用者）は二つの可能な行動方針の間で動揺した。彼らの特権を侵言し

たとして新来者を告訴する力S 営業の自由の力を解き放って，フランス人たちを彼ら自身の領土で

迎え撃つか，そのどちらかであった。」 だが，近年の筆者の研究によれぱ， アンウィンの指摘した

こうした動きは，すでに一世紀まえから開始されていたことが判明し同様の現象がもっと早い時 
C3)

期から生じていたのであった。このようにュグノーの経済活動は，ロンドンという大都市の経済的 

諸規制を崩し「フリー. トレイド」を解き放った重要な推進力のひとつに数えられるのである。わ 

れわれはここでウェ一バーの著名な論文「プロチスタンチィズムの教派と資本主義の精神」を思い 

起こすだろう。彼は論文の後半でr中世ツンフト」の原理とr禁欲的プロテスタント諸教派」のそ 

れとの相違を興味深く論じている。すなわち競争を排除しようとしたツンフト〔ギルド）にたいして， 

教派は家父長的な束縛や修業年限を徹底的にひっくりかえし，個人主義に基礎をおく方法的•合理 

的な生活態度に道を開いた。換言すれば，「近代資本主義」の形成原理は「教派」 によって担われ 

たというのであった。

かくしてュグノー研究は，ギルドを心とする都市経済との関連でますます興味深いものとなる。 

an active m ino r ityとしてのュグノ一の経済活動は，ロンドンをはじめとするイギリス各都市の 

既存の秩序に大打撃を与えろことになる。

この論文はそうしたロンドンにおけるュグノ一の経済活動を解明するための序論をなすもので 

あり，イギリスの宗教政策との関係，教派（ここでは亡命者教会）の形成，職業構成，出身地につい 

て論じ，彼らの存在形態を探ろうとする準備的試みである。

n ロンドンにおけるュグノーの定住とその特徴

イギリスは1 6 .17世紀を挟んでほぼ150年間に二度の大きな亡命者の流入を経験した。ひとつは

1560年代のュリザベス期に入って活発となるネーデルラソ ドからの亡命者で，彼らはイングランド
(7)

「東南部」の都市一Southanpton, Rye, Canterbury, Colchester, Norwich 等一に定住した。こ

ま （3 ) 拙稿「ロンドンにおけるプロテスタント亡命者社会の形成と移民政策の展開（1540-1640)」〔『早稲 

田商学』』第327 . 328合併号，昭和63年3月），441-447ページ。

( 4 J Max Weber, Die protestantischen Secten und der ueist des Kapitalismus (^Gesammelte 

Aufsdtze zur Religions soziologie I ’ 1920) SS. 235. M •ウ jc ーバ一，中村貞ニ訳「プロチスタンティ

ズムの教派と資本主義の精神」（ウェーバー『宗教•社会論集』河出書房新社，1988年，所収)，112- 

113ページ。

C 5 ) 本稿は拙精rイギリスにおける移住者による技術移転解明のための前提」（早稲田大学大学院『商 

学研究科紀要』第24号，1987年）の続稿となるものである。

( 6 ) ュグノ--の職業構成を検出するのは資料の制約上，極めて難しい。この論文では以下の文献を利用 

する。A. P. Hands and I. Scouloudi (edsj, French Protestant Refugees Relieved through the 

Threadneedle Street Church, London, 1881-1687，Huguenots Society of London, Quarto Series 

Vol. XLIX, 1971.W. Minet and S. Minet (eds.)’ Registers of the Churches of the Savoy, Spring 

Gardens and les Grecs, Huguenot Society London, Quarto Series Vol. XXVI, 1922.



れに対して， 17世紀後半に大量流入するフランス人亡命者（ュグノー）の定住は若干それと異なろ

傾向を示し，もちろんそうしたイングランド東南部の都市にもコロニーを形成したが，それだけで
( 8 )

なく，BristolやExeterを代表とする「西南部」の都市にも定住地を見いだしたのであった。

二度の亡命運動の定住先の地域的特性と差異は常に銘記されねばならない点であるが，反対に両 

者の共通項として特徴づけられることがある。それは両者の亡命運動の中心地が「ロンドン」であ 

ったという点である。これは，ロンドンが大陸に比較的近かったからでもあるし，また当地が伝統 

的に移住先として確立していたこともあげられる。亡命先の中心地ロンドンは，亡命者の流入以前 

に信仰とは無関係の移民が定住していたし，そのあと1560年代には亡命者社会の中心的役割を演じ 

たオランダ人教会およびフランス人教会が形成された。したがってュグノーは，そうした伝統のな 

かにさらに入り込むことになるのである。

さてそれでは，亡命先の中心地ロンドンにュグノーが流入し，それが本格的になるのは，いった 

いどの時期からであろう力、。従来の研究によると，フランス人亡命そのものは1620年代に増加し， 

とりわけWestminsterに集中する傾向をしめした。職業では，芸術関係のものに従事^するものが
C 9 )

大部分をしめ，後に見るように，当地はュグノーの流入後，経済活動のひとつの中心地となるので 

ある。ュグノー流入はおそらく継続的な現象であったが，とりわけそれが激しくなるのは1680年代 

になってからである。前世紀の亡命者の子孫がイギリス人との結姻等による「同化」によってその 

規模を縮小させていたときに，すなわち名誉革命（1688年）以降もういちど亡命者社会が大きく膨ら 

むことになるのである。

そこでまずイギリスの宗教政策との関連で，ュグノー亡命の背景を若干検討しておこう。1660年

以降，ュグノーを受け入れるイギリス側の政策，とりわけ宗教政策は，いくつかのデリケートな側

面をもっている。とくに改革派の教理を有したュグノーにとってひとつの脅威になったのは，チャ
(10)

一ルズー世治世の1662年に制定された「礼拝統一令」（Act of Uniformity)である。この法令はすべ 

ての聖職者を国教会の任命によるものとし「公共祈禱言」（The Book of Common Prayer) の使用 

を義務づけるものであった。 この法令によって， イギリスの非国教徒（non-conformist) の諸教会 

(congregations)は大きな打撃をうけたのであり， 非国教徒の牧師約2, 000名がその職を失ったと 

いわれる。 だ力' : , その非国教徒に同感を示す外国人改革派教会の場合， その存立が国王によって 

「公認」されていたおかげで，辛うじてこの法令から除外はされていた。けれども，つぎの事実シよ

注 （7 ) 拙稿「エリザベス期イギリスにおけるプロテスタント亡命者の各都市定住一十六世紀後半のイギリ 

ス経済と技術移転」（早稲田大学『商経論集』第50号，1986年)，11-30ページ。
( 8 ) 拙稿〔1987年〕を参照。

( 9) R. D. Gwynn, Huguenot Heritage The history and contribution of the huguenots in Britain, 

1985, p. 57. I. Scouloudi, Returns of Strangers in Metropolis, 1593, 1627, 1635, 1639’ Huffuenot 

Society of London, Quarto Series, Vol. LVII, 1985, p. 103.

C IO )中村勝己「近世初頭イギリスr ピュウリタニズム」の研究」（『三田学会雑誌』73卷2号，1980年4 

月），140-141ページ。浜林正夫『イギリス名誉革命史』（未来社，1981年)，61-62ページ。

( 1 1 ) R. D. Gwynn〔1985〕，op. cit., p. 96.



指摘せねぱならない。つまり，それまではあらたに聖載授任（reordination) を行うことなしに外国

人教会の牧師が国教会の教会禄Cbenefices)をうけることも可能であったのが，法令の発令以降は

不可能になったことがそれである。

またとくに興味深いのは，ジームズ二世（在位1685-88年）とュグノーの関係である。カトリッ

クであったジェームズ二世はフランスのルイ十四世との連携を深めようとしており，従ってュグノ

一に対してはとうぜんある種の敵対感情を抱いていた。国内でュグノ一に暴力的迫言を加えること

すらしなかったが，ナントの勒命廃止を承認していたのは確実であった。ところが実際には，公の

場ではュグノーの友人としての振る舞いをし，せいぜい彼ができたことと言えば，ュグノーがイギ

リスに来ないように思い止どまらせる力、，あるいは移住したュグノ一を心理的に動揺させろことで
(12)

あった。これは反カトリックの感情を背景として，当時のイギリス国民のュグノーにたいする世論
(13)

がきわめて好意的であったことと関連があるのである。

そしてこうした世論の高揚は，ュグノ一亡命者のための寄付金（collection) 依頼という形であら
(14)

われてくる。このような寄付金の募集は，チャールズ二世治世の1681年 7 月28日が最初であり，そ 

れ以降1686年 （合計£40,000-50,000), 1688年，1694年，1699年と数年おきにおこなわれた。こうし 

た寄付金によってュグノ一は当面の経済的必要を賄うことができたのであった。

それではここでュグノ一教会の設立に目をむけて，そこから彼らの定住の特徴を検討してみよう。 

第 1表は，現在ニュージーランドのMassey Universityで教鞭をとるR. D .グウィンの論文を筆 

者が構成し直したものである。この論文は，ロンドン亡命者教会の位置を確定するためにュグノー 

に関する既存の文献を細部に至るまで検討した貴重な労作である。そこで本表（アル ファべット順） 

からわれわれはさまざま* 重な事実を学ぶことができる。

まず最初に，「ュグノー教会」 の数がかなり多いことに驚かざるをえない。短期の存在のものを 

含めると，ざっと50以上の教会またはま会を数えることができる。先に触れたように，ロンドンに 

はュグノ一の流入以前にすでにオランダ人教会とフランス人教会（表の35を参照）が 100年以上にも 

わたって存続していた。ところが，ナントの動令廃止を契機に流入したュグノーによって，急速に， 

こうした夥しい数の教会が設立されていくことで，ュグノー亡命者が「熟練職人」である以前に， 

なによりも「信仰の自由」を求めて来英した「信仰の亡命者」であったことを改めて確認するので

注 (12) R. D. Gwynn, "James II in the light of his treatment of Huguenot refugees in England," 

1685-1686, Proc. Hug. Soc" XXII,も1980, p. 221.

(13) R, D. Gwynn〔1985〕，op. cit" p ,131. W.C. Scoville, The Persecution of Huguenots and French 

Economic Development 1680-1720, 1960, p. 323. ルイ十四世の agent である Bonrepaus はユグノ 一

「呼び戻し」のためにイギリスにいたが，1686年1月から3月までに507名しか呼び戻せなかった。 

これもまたュグノ一を取り巻く諸条件が悪くなかったことを示している。

(14) W. A. Shaw, "The English Government and Relief of Protestant Refugees’" English Historical 

Review, 9,1894, pp. 662-683. W. Cunningham, Alien Immigrants of England, 1897, pp. 227-234, 

この種の寄付金についての資料はの文献を参照。Records of the Royal Bounty and Connected 

Funds, the Burn Donation, and the Savoy Church in the Huguenot Library, in University 

College, London, Huguenot Society of London, Quarto Series Vol. LI, 1974.
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ある。そして彼らが自らの形成した「教会」を中心にして，その生活圏を拡大したことも想像に固 

くないのである。 そこでさらに強調せねぱならないのは，「亡命者数」の問題である。一世紀まえ 

のネーデルランドからの亡命者と比絞したぱあい，数の点でもュグノ一は倒的に多数であったこ 

とを示している。おそらく低く見積もってもピーク時には25,000人ものュグノ一がロンドンに居住
(15)

していたであろうと推定できる。こうしたことからも，当時の経済の専門家たちがュグノー移民の
(16)

扱いについて議論せざるをえない状況を十分に察知できるのである。

つぎに定住先の問題がある。即ち，ュグノーは，東部ではSpitalfields,西部ではLeicesterfields, 

Soho areaといった「ロンドン郊外」に群I Iする傾向があり，そのうち，人数の点では「東部」に 

より多く* 中する傾向があった。こうして郊外に定住の中心地を形成した理由は，そこでは食糧が
(17)

安価であるぱかりでなく，rギルド支配」 が極めて緩慢であったという事 情̂があったからである。 

亡命者の生活圏が時代の下るにつれて，郊外へと拡散する傾向は，つとにネーデルランドからの亡
ひ8)

命者の場合にも当て嵌まり，同様の傾向をュグノ一亡命者も示しているといえよう。

続いて宗教上の立場の問題がある。イギリス当局からすれば，当然のごとく，ュグノーには国教
(19)

会へのコンフォームが求められたであろう。また，ュ グノーが商工業活動を営む場合にも，その方

がはるかに有利になったにちがいない。だが，実際の傾向を見てみると，①全体にュグノー教会の

なかで，非国教徒（non-conformist)が非常に多いことが指摘できるし，②なかでも非国教徒は，東
(20)

部の捐工業の中心地スビタルフィ一 ルズに參中しているのである〔代去的な教会は第1表の番号で

5, 31 ,51 ,64 , 79, 81,90, 9 8 ,122〕。当地は例外なく「非国教徒」であった。③一方，ロンドン

西部のュグノー教会は，もちろん非国教徒の教会も存在するが，かなりの数がコンフォーミストで

あったことがかわる。当地の亡命者教会は1690年時点では10教会中7 つまでがイギリス国教会へと
(21)

コンフォームしていたのである。これは当地が宮廷（the Court)に近かったことと無関係ではなし、。
(22)

ここでのュグノーの経済活動は高度の「奢侈品」に特価する傾向があったようだ（分析は第皿章を参 

照)。 さらに興味深いことに，その後の歴史をみると，西部はより早くイギリス人との「同化」現 

象が見られたのであった。

シ王 R. Lrwynn, "The number of Huguenot immigrants in England in the late seventeenth

century’" Journal of Historical Geography, 9, 4’ 1983, p. 392.

( 1 6 )杉山忠平編『自由貿易と保護主義』法政大学出版局，1985年。杉山忠平「自由貿易論の生成」を参 

照。

(17) R. D. Gvvynn〔1985〕，op. cit" p. 35.

( 1 8 )拙稿〔昭和63年〕，4Mページの表IV参照。

(19) R. D. Gwynn〔1980〕，op. cit., pp. 220-222. James 二世は当初，亡命者がイギリス国教会に「コ 

ンフォーム」するという条件で教会設立を認可した。

( 2 0 )市川承A 郎 「ロンドンの膨張と変容一とくに郊外工業地域の形成について一」〔谷和雄編『西洋都 

市の発達』山川出版社，昭和40年)，215, 263ページ。

( 2 1 )R. D. Gwynn〔1985〕，op. cii" p. 101.

(22) Ibid., p. 71.当地の亡命者諸教会は次のような職業からなっていた。tailors, wigmakers and hair­

dressers, boot and shoemakers, food and drink merchants, clockmakers and gunmakers, 

jewellers and goldsmiths 等である。
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また教会設立の時期も考察の対象にされる必要があろ。それはncxi-ccuformistのュグノー教会

か新しく形成されるようになるのは，1687年の「信仰自由令」①eclation of Indulgence) 以降であろ

点である。さらに;1689年に r宗教寛容法」〔Toleration A c t)が制定されてから， その傾向は一段と

拡大していくのである。宗教上の寛容の影響はとりわけconformistの多かった「西部」にあらわ
〔23)

れて，non-conformistと conform ist力;1700年時点ではほぽ同数の勢力になっているのである。 

〔代爱的なものは第1表の番号で conformist;-18,19, 43,102, 106, 109, 120。non-conformist- 

4も 60, 67, 79(1)(3),100〕。

以上いくつかの観点からュグノーの定住について見てきたが， いずれにせよ重要な点は，たと 

え conformistの立場をとるにせよ，かれらはみな心情的には確実にカルヴィニストであり，non­

conformist であった という ことである。 にもかかわらず，地域によって宗教上の立場に差異が生 

じた理由は，みずからの担う職業の「職種」によって，宗教上の節を曲げねばならない♦態が生じ 

たからである。そしてわれわれはこうした点にも，亡命者のおかれた「苦境」を察することができ 

るのである。

皿ュグノーの職業活動についての考察

イギリスがュグノ一を積極的に保護したのは，その「宗教的立場」に対する同情心ぱかりからで

はない。彼らが同時に一流の「熟練工」であり，経済上の利益も甚大であることもイギリス当局者

は明確に意識していたからである。これはおそらく前世紀のネーデルランドからの亡命者の技術移

転によって，ウールンから新毛織物（クーステッド）への構造転換を首尾よく成し遂げ，衰退気味の
(24)

織物工業を見♦ に復活させたことと関係があるであろう。もちろん，ュグノーの定住にたいして都

市在来の中小手工業者たちからの反発は凄まじいものがあった。不況期になれぱ必ず亡命者たちは

厳しい非難の矢面にたたされた。だが，一部のそうしたギルドの下層を形成する人々を除けぱ，解

体期のギルド時代にあるロンドンにあって，ギルド上層部の商業的な企業家層によっても，熟練工
(25)

としてのュグノ一は高く評価されていたのであった。

ュグノーはまた，その「市民的特性」によっても高く評価されていた。浪費的で感性の「解放」

によって自己破腕に向かう人間とはおよそ正反対の類型に属するこの亡命者たちは，簡素で規則正

しい生活を心情とし，その勤勉と信用によって，自己の経済活動を最大限「合理的」に拡大するこ

とができた。そしてこうした「禁欲的」諸徳性は，初期資本主義時代の資本蓄積期には決定的に重
(26)

要な意味をもったのである。 また一方でカルヴィニストたるュグノーにとっては，厳しい道徳的

注 C23) Ibid., p. 104.

( 2 4 )船山栄ー『イギリスにおける経済構成の転換』（未来社，1967年) o とりわけ第一論文参照。

( 2 5 )ギルドと亡命者との関係は次の研究* が正確な見通しを提供してくれる。坂卷清『イギリス.ギル 

ド崩壊史の研究』（有突閣，昭和62年)。とりわけ167-168ページ。R  D. Gwynn〔1985〕，£ • /> .P.117.
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r規ま」〔discipline)が支配的であり， 当時の農村の共同体的生活を取り巻いていた踊り（dancing:, 

居酒屋（taverns),ゲーム（g am e ),力 一 ニ ヴ ァ ル（carnivals)を徹底的に攻擊したというま実̂は，
(27)

驚くほどピューリタンと類似していたといえるのである。こうしてュグノ一は同時に「伝統的生活

習慣」の破壊者でもあった。

ところで，ユグノーをイギリスの経済. 賀易政策の観点から見た場合，長期にわたってそこに一

つの基調を見いだすことができる。それは彼らを「輸入代替」の起点におき，それまで外国から輪

入していた製品を国内で製造しようという考えである。この基調は絶対王制期の1540年代からあり,
(28)

市民革命期前とそれ以後においてほぼ一環していた。そして現実的にユグノ一の影響力がいかに大

きかったか， 具体的な証拠として次のような数字を提起できる。即ち，Macphersonの Annals

of Commerceによると，ユグノーの大量流入を挟んで，対フランス貿易に関して1683年の金額を
(29)

1723年のそれと比較したぱあい，総額で約£2,000,000もの減少となっているのである。とりわけ

箱製品の減少額かもっとも大きかった。

それでは，ユグノーはいかなる職人層からなり，いかなる職業をイギリスに移植したのであろう

力んこれまでさまざまに議論されていて，さまざまに列挙されているけれども，実は一部の教会に
(30)

保存されたものを除いて，彼らの職業統計に相当するものは存在してないのである。そうではある 

力;，これまでの研究によって，かれらが齋したといわれる産業で基本的なものは指摘しうる。まず 

それを外観しておこう。

なんといっても最重要なのは，「編」の製造である。 ただ，網製造は17世紀のユグノーによって

初めて導入されたといわれてきたが，実際はそうではなく，16世紀の亡命者によって「導入」はさ

れていたのである。したがって正確には，導入ではなく，縮工業の「確立」の起点がユグノーであ

ったといえるのである。ユ グノーによって，ロンドン東部のスピトルフィールズ spitalfieldsと力
(31)

ンタベリ一 (定住地はBlackfriars)は網産業のメッカとなった。とりわけピストルフィ一ルズはユグ

注 (26j rierman î evy, Die Grundlagen des dkcmomischen Liberalisumus in der Geschichie der 

englischen Volkswirtchaft, 1912, S. 54 .ヨーゼフ• クーリッシュル，諸田，松尾，柳沢，渡辺，小松 

原訳『ヨーロッパ近世経濟史n 』（東洋経済新報社，昭和58年)，126-130ページ。

(27) R.D. Gwynn〔1985〕，op. cit., p.1 8 .ピューリタンについては次の研究書を参照。C. Hill, Society 

and Puritanism in Pre-Revolutionary England, 1964, pp. 219-258. K, Thomas, Religion and the 

Decline of Magic, 1971, p. 2 1 .「伝統社会」から「近代社会」への移行期においてカルヴィニズムの

"discipline"が極めて重要な意味をもっていたのである。

( 2 8 )拙稿〔昭和63年〕，416ページ。

(29) J. P. Guitteau, "Influences of the Huguenot Refugees on English Manufactures," THE SOCIAL 

STUDIES, XXXIII, 6,1942, p. 266.ここで減少額が大きいものとして挙げられている商品はsilhs, 

flax cloth, sail cloth, canvas, beaver hats, glassware, clocks, paper 等である。

( 3 0 ) ュグノーの職業の検出には次の文献を参照のこと。C. F. A. Marmoy, General Index to the Pro­
ceedings and the Quarto Series o f publications o f the Huguenot Society o f London 1885-1985, 

1986, pp. 57-58.

( 3 1 )W. G. Scoville, "The Huguenots and the Diffusion of Technology," Journal of Political 

Economy, Vol. LX, 5’ 1952, p. 300.
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ノ一によってイギリス綿製造業の中心地とな'るのである。当地には，数の点ではユグノ一よりイギ 

リス人のほうが多かったらしいが，1740年代から50年代に至ると，その中心的役割を果した人々の
(32)

多くがュグノ一であった。

ま た 「紙」 製造もかれらに負う面があったが， それには次のような特色があった。紙製造自体 

(資本を含めて）はすでにイギリスで「確立」していたが， そ の 「技術水準」 は低かった。紙製造 

の発展は，①水資源が豊富であること，②原料となるリネソ linenが付近にあること，③熟練労働 

者が存在すること，といった大きく 3 つの条件に制約されていた。とりわけ大享なのは最後の「熟 

辣労働者」の存在である。これが他の諸工業とは際立つ紙工業の特殊性で，織物工業や釘製造など 

は半熟練• 非熟練の農村労働者（女性，子供を含む）によって，低賃金の家内労働を基礎として発展 

しえたが，紙製造の場合，技術の特殊性ゆえ， そうした発展はできなかったのである。 そしてュ 

グノ一の熟練が寄与したのもまさしくこの点だったのである。紙の種類は大きく 二つに分類でき， 

brown p ape rと white paperがそれである。ユグノ一の場合，後者のwhite paperの製造技術 

の 「改良」に大きな役割を演じたのであった。ユグノー流入後の紙製造の迅速な発展は，一方で， 

工場（m ills)数の増大によっても示される。 王政復古期その数約50であったのが， 1690年代には 

100を越え，1712年には200以上に膨れ上がり，1738年には278まで達している。こうした発展の 

背後において，ユグノーは高品質の紙を製造するための「技術」を提供し，イギリスの紙製造業発
(33)

展のいわば「酵素」（leaven)としての役割を演じたのである。

つぎに，「帽子」製造もユグノーによって大きく影響された産業である。帽子製造は当のフランス

によって，ほとんとユクノ一によっておこなわれており， うさぎ（rabbit, hare)やビ— ベ 一 (beaver)

の革を用いて優雅で「高級」な帽子の製造技術を保持していたのである。1685年に多くの帽子製造

業者がロンドンに亡命したあと，フランスは自国の帽子産業を約半世紀のあいだ失ったといわれる
(34)

くらい，その影響は清減的であった。

「ガラス」製造業についてもユグノーの影響が指摘できる。イギリスのガラス産業は停滞ぎみで
(35)

あったものの，すでに「確立」しており，ュグノーがそれに直接かかわったわけではないが，かれ

らはそれまでイギリスがフランスから輸入していたさまざまな「上質の」ガラス製品の製造技術を
(36)

導入した。なかでもcrystal and plate g lassの製造技術はかれらに負っていた。

以上がュグノ一によってさまざまに影響をうけた代表的な産業であるが，このほかにもュグノ一

注ひ2 ) 市川承A郎 「スピトルフィールズ（ロンドン）編織物工業の展開とその構造」（神戸大学文学会『研 

究』36号，1965年），87-115ページ。P. Thornton and N. Rothstein, "The Importance of the 

Huguenots in the London silk industry," Proc. Hug. Soc., 20,1958-6も p. 84. I. Scouloudi (ed.), 

Huguenots in Britain and their French Background, 1550-1800, 1987, pp. 125-140.

(33) D. C. Coleman, The British Paper Industry 1495-1860, 1958, pp. 34-38. Do., "The early British 

Paper Industry and the Huguenots," Proc. Hug, Soc,,19’ 1959’ pp. 210-222.

(34) J. P. Guitteau, op. ciL, p. 267.

(35) E. S. Godfrey, The Development of English Glassmaking 1560-1640, 1975, p.17, p. 23，p. 225,

(36) Guitteau, op. cit,, p. 267.
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は，いくつかの製品の製造技術を紹介している。時計（clocks, watches)製造，宝石（jewelry) の加

1 技術，それに一連の高級商品（gloves, laces, fancy buttons, gold and silver gallons, tapestries) な
(37)

どがそれである。

ュグノーの産業への貢献について，金融面からも指摘できる。それはュグノーがイングランド銀
(38)

行設立（1694年）の出資者として大きな位置を占めていたことである。出資総額£1,200,000のうち

£1(M,000は 123名のュグノ一によって出資されていた。 もっともこれも控えめな数字であって，

かつてのワルン人亡命者家族を加えると，この数字はさらに膨らんで£330,000となり，出資全体

の15%を占めたと推定されるのである。

それでは以上の背景を骨子として，ここではロンドンに お け ろ最大規模のフランス人教会

THREADNEEEDLE STREET CHURCH (第1表の35参照）に援助を求めたュグノ一の資料から，

かれらの職業活動. 載業構成の分析を試みたい。

まず，原資料は基本的には，本稿第!！章の前半で述べたュグノー救済のための寄付金を募る運動

を契機に，それが当教会に分配される際に作成されたリスト（妻子を含め合計3, 419名）から構成さ

れている。いわば援助を求める際の「§ 己申告書」と言•えるだろう。申告書によって，亡命者のな

かに病気の者やあるいは逃げて来る途中で子供を生んだものもいたことがわかる。信仰ゆえに職を

奪われたものの存在も垣間見ることができる。參と子供数人かかえて家族で逃げて来るものも多々

みられる。親を無くした孤児は他の者に養I fのために預けられ，衣服が提供された。ローマ.力ト

リックの巧祭，修道士であったのが改宗し，亡命したものもいろ。またリストの最初の作成が1681

年であるのは，この寄付金の要請が当年を起点に開始されたことを示している。支給された額から，

この寄付金の目的は，貧しいにもかかわらず仕#にたいする熱意のあるュグノ一が当面自活できる
(39)

ようになるまでの資金であったこと力' ; ,理解される。

配布された額は，申請書一人につき平均£ 1 ないし£  2 であり，場合によって7 £ , さらに特別 

なものでは£41というのもある。これによって，ベッド，靴，靴下，衣服，あるいは生計を維持す 

るための織機が購入されたのである。亡命したュグノーに緊急の問題は住居であった。通常かれら 

の住居は小さく，数部屋であり，一軒屋のこともあれぱ，集団住宅（a group of houses)の場合も 

あったのである。こうした住居の位置から判断して，この亡命者集団はSpitalfieldsおよびShore, 

d itc hに，あるいは少ないながらも，the Minories, St. Katherine’s に居住していた。要すろに，
(40)

ロンドン北東部に大多数を見いだし得て，二つの定住地の一'"^に集中していたことになるのである。

亡命者の法律上の問題は国籍獲得の観点より見る必要がある。外国人であるという法を上の障害 

はとりあえず国籍付与開封勒許状（Patent of Denization)の獲得によって解決された。これは，一

注 （37) Scoville〔1952〕，op. cit., p. 304.

(38) Gwynn〔1985〕，op. cit., p. 156. W. M. Acres, Hugunot Directors of the Bank of England, 

Proc. Hug. Soc., XV (1933-37), pp. 238-48.

(39) A. P. Hands and I. Scouloudi (eds.), op. cit., p .11.

(40) Ibid., pp. 12-13.
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第 2表 職 業 分 鮮

内 客 合 計

CLOTHESMAKING AND
ALLIED TRADS

buckram glazer 1 ; carder 9 ; dyer 14; feltmaker 3; 

flaxworker 4 ; harberdasher 2 ; hatter 2 ; spinner 11; 

various weavers 233 (+3 ?) ; winster 9

310

(+3 ?)

CLOTHESMAKING AND
ALLIED OCCUPATIONS

button maker 13; cap maker 10; draper 5; embroi­

derer 8 ; fringe maker 1 ; furrier 4 (ー1 ?)：lacemaker 

23;last maker 3; seamstress 3; stocking maker 7 ： 
tailor 42 ： tailoress 7 ; wigmaker 6

132

C-1?)

MARITIME OCCUPATIONS captain 2; fisherman 18; seaman 70 (+1?) 90C+1?)

LEATHER WORKERS currier 6; glover 4 ：leather dresser 18; saddler 2; 

shoemaker 34; tanner 13; trunk maker 2
79

AGRICULTURAL WORKERb cowherd 1 ;delver of groud 1 ;farmer 2 ; gardener 7; 

hill maker 1 ; husbandman 52; vine dresser 4
68

METAL WORKERS author smith 4; armourer 6; brazier 8; clock and 
watch maker 3; cutler 1 ; farrier 2; founder 3; 

goldsmith 13; gold wiredrawer 1 ;gunsmith 5 ; lock­

smith 13; pewteres; smith 1 ; sword cutler 3

66

MEDICAL AND

ALLIED OCCUPATIONS

apothecary 9; barber 1 ; druggist 3; midwife 2; 

nurse 5; surgeon 42
42

WOODWORKERS AND
ALLIED OCCUPATIONS

cabinet maker 4 ; carpenter 11;carver 2 ; cooper 10 ; 

joiner 9; ship’s carpenter 17; turner 2; wooden 

shoemaker 1

56

MERCHANT, SALESMAN, AND
ALLIED OCCUPATIONS

clotier 5; mercer 9; merchant 23; pedler 1 ; shop­

keeper 1 : tradesman 2
41

FOOD AND
ALLIED OCCUPATIONS

baker 4; brewer 1 ;butcher 9; confectioner 3 ; cook 
4; distiller ： grocer 1：innkeeper 1 ;miller 7 ; pastry 

cook 2 ; wine drawer 1

34

FORMERLY EMPLOYED BY
THE STATE

army, navy, etc. 21 ;solidier 6 27

EDUCATIONAL AND

ALLIED OCCUPATIONS

book seller 2 ; minister 3 ; music master 1 ; reader 1; 

schoolmaster 11;schoolmistress 13 C+1?) ； student 6

25 

(+1?)

LEGAL AND

RELATED OCCUPATIONS

attorney 6; notary 3; scrivener 2
11

STONE WORKERS lapididary 2; mason 3; sculptor 3 8

ARTISTIC AND

ALLIED OCCUPATIONS

fan painter 1 ; ivory worker 1 ; limner 1 ; painter 1
5

MISCELLANEOUS apprentice 63; basketmaker 3; coachmaker and 
coachman 2; glazier 1 ; horsedealer 1 ; huntsman 2; 
messenger 1 ; proselyte 8 ; roapemaker 4 ; sail maker 

6; servant 18 (+9 ?) ; tallow chandler 2 ： tiler 1; 

trellis maker 2 ; waiter 1 ;wheelwright 2

117

(+9)

UNSPECIFIED gentleman 14; gentlewoman 14; entered as of ‘no 
trade’ 64

92

〔出所） A. P. Hands and I. Scouloudi (eds.), op. ciL, p. 192, Appendix I.
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世紀まえの亡命者の場合と同様である。ただ一般にこれを獲得すろために一定の額を支払う必要が 

あったが，ュグノー亡命者に対しては，そのものが「貧しい」場合，無料で許可されることも可能 

であった。興味深いことに，当教会に救済された3, 419名の亡命者のうち国籍を取得したものはわ 

ずか546名にすぎず，約16%のみが獲得したことになる。すなわち多くの者がたとえ「無料」であ 

っても国籍を獲得してないのである。

そこで，第2表を検討してみよう。当まは職業が記載されている亡命者約1,200名からなってい 

る。確認できる基本的な史実は，①大部分の亡命者が職人（craftsmen)および手工業者（manual 

workers)であり，②農業に従享するものもhasbandmanという形で検出できるということである。 

そして③手工業といってもその種類は多様で，多数をしめる職種もある力;，決して偏ってはいない 

ということである。これはネーデルランドからの亡命者も含めて全般的に指摘できる特徴である。

つぎに具体的な職業を見てみると，④ 3 分の1強がCLOTHMAKINGおよびCLOTHSMAKING 

と織物関係の職人で占められており，とりわけ織布エ（weavers)が多数を占めていた。この織布エ 

もさまざまな種類からなり，FUSTIAN WEAVER, LINEN WEAVER, SILK WEAVER, 

WOOL WEAVER, WORSTED W E A V E R等からなり，それらもさらに細かな分業を形成して 

いたのである。このなかでも最も多数であったの は （233+3り名と縮織布エCSILK WEAVER) で 

あった。このように構成員の多くの職業が「織物関係」の載種で占められたということは，この教 

会が東部の定住圏に属していたことをはっきりと示しているのである。

この傾向は，ロンドン「西部」に位置したconformist教会 THE SAVOY (第1表の102参照） 

のほぽ同時期の職業構成と比較するとさらに明瞭となる。 当教会では職種8 4 ,職業の半IJ明する者 

326名中，軍人（MILITAIRE)を名のる者が55名も占め，そのほかに，力、つら師〔PERRUQUIER) 

25名，商人 CMARCHAND) 22名，宝石商（JOUAILLER) 20名，仕立て屋（TAILLEUR)16名，時計 

製造エ（HORLOGER)14名，靴屋（CORDONNIER)10名，それに特殊なものとして，外科医（CHI- 

RUGIEN),歯科医①ENTISTE)等，医師に分類できる者20名を検出できる力;，一方，織布エ〔WEA. 

V E R )は 1名しかおらず，すでに前享でも指摘したように「宮廷」に近いという「地域的特性」を
(42)

明瞭に示しているのである。また当教会はその数字からも推定できるように，東部のように一定の 

職業にま中する度合は，遙かに弱かったのである。

最後にTHREADNEEDLE STREET C H U RC Hに援助を求めたュグノ一の出身地について検 

討しておこう。第3 表は上述の申告* に基づいて，出身地の記載されたものを整理した參計である。

(41)

注 （41) Ibid., p.17.亡命者の法參問題はもうひとつ「帰化」との関連で論じる必要がある。1664年以降ge- 

neral naturalization ac tを巡る賛否両論の議論は議会で半世紀にわたってなされ，1709年に議会を 

事実上通過したが，再び拒絶された。条例（a c t )通過に対する反対理由は，①trading companies 

が亡命者との「競争」を恐れていたからであり，②税収入の減少を懸念したからであった。亡命者は 

イギリス人の2倍の税を支払っていたのである。これについては以下を参照。R. D. Gwynn〔1985〕， 

op. cit., pp. 119-121.資料については，Joan Thirsk and J. P. Cooper, Seventeenth.Century Economic 

Documents, 1972, pp. 741-750.

(42) W. Minet and S. Minet (eds.), op. cit., i i .職業構成は紙幅の都合で省略。
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第 3表 出 身

地 帯 地 域 〔人 数 ） n pT

フランス® 部 Angoumois (3), Charente (14), Charente-Maritime (418), Deux-Sevres (207), 
Gironde (2), Loire-Atlantique (18), Lot-et-Garonne (3), Maine-et-Loire (12), 

Poitou (62), Vendee (26), Vienne (106)

873

フランス中部 Eure-et丄oir (13)，Indre-et丄oire (55), Loir-et-Cher (13), Loiret (4), Rhone 

(11), Saone-et-Loire (4), Seine (428), Seine-et-Marne (3), Seine-et-0：se (5)
536

フランス北部 Aisne (27), Ardennes (10), Calvados (7), Eure (7), Ille-et-Vilaine (11), Man- 

che (12), Nord (3), Oise (99), Orne (11), Pas-de-Calais (14), Perche (1), 

Picardy (1), Seine-Maritime (153), Somme (66)
423

フランス南部 Daufin (1), Drome (1), Gard (15), Haute-Alpes (2), Herault (2). Isere (1), 

Langedoc (2), Tarn (2), Tarn-et-Garonne (2)
28

フランス東部 Moselle (2) 2

そ の 他 確定不能地域（フランス） 〔37+110), Rest of Europe (41), British Isles (57), 
Berumuda (1)

246

〔出所） A. P. Hands and I. Scouloudi (eds.), op. cit., pp. 204-206, Appendix II.ただし分類は若干変更が

あり，地域内の地名は紙幅の都合で省略。

当表から①この教会の亡命者はフランス西部の出身者が非常に多く，続いて中部，北部の順になっ 

ているのがわかる。一方，②南部，東部についてはその数は僅少でほとんど考慮に値しない。また 

それを詳しく検討すると，③西部においてはCharente-Maritime 418名 （内Soubise 169, Marennes 

53), Deux-Sもvre 207名 （内Niort 96), V ienne106名 （内Poitiers 6のとなっている。④中部にお 

いてはSeineが 428名と圧倒的に多数だが，その内の大多数はParis (346)出身であった。さらに 

⑥北部に関しては，Seine-Maritime153名であり，内62名が Deep, 59名が Rouen出身であった。 

こうした数字から判断すると，出身地分析の重要要因は「距離」であったと考えられ，すなわち亡 

命先ロンドンに「接近した地帯」 からの出身が多数を占め，r遠距離地帯」 からが少数であったと
(43)

解釈できるだろう。というのもフランス南部は改革派の勢力が非常に強い地帯でありながら，にも 

かかわらず当教会への亡命は僅少だったからである。

I V 結 語

これまで17世紀後半ナントの勒令廃止を契機にロンドンに亡命したュグノ一の定住の特色とその 

職業構成について検討してきた。これまでの議論から一■応以下のことが結論づけられる。

第一に定住地の問題である。ュグノーはロンドン東部と西部に二つの定住地をみいだした。西部 

は Westminsterに近く，その多くがconformistの教会を形成していた。一方東部はスピトルフ

注 （4 3 )金哲雄「ュグノーとフランス資本主義一コルペルティスムに関連して一」（大阪府立大学『歴史研 

究』第24号，昭和61年），72ページ，また16世紀の改革派教会の分布については，二宮宏之「フラン 

ス宗教戦争」〔『世界の歴史』第9巻，筑ぎ書房，1961年所収)，233ページ。
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ィールズを中心にすべて non-conformistの教会を形成していた。当地は縮工業を営んでおり，こ 

こでの亡命者の多くがこの「単一の産* 」に従享していたようである。教会形成という点から見た 

とき，一世紀まえのネーデルランド亡命者の場合と比較して，その数があまりにも多いのに驚かさ 

れる。これはュグノー亡命者の規模が圧倒的に多数であったという享実と，かれらがなによりも 

「信仰の亡命者」であったということを改めて考慮に入れないと理解できない事態なのである。

また上述のように，ュグノ一教会には二つの立場があったが，これは信仰上の問題というよりは,、 

どの「職種」に従事するかによって影響されたものだと推定される。n 章でも述べたように，本来 

の立場は両者ともカルヴィニズムであり，たとえイギリス国教会に礼オ丰形式の点でコンフォームし 

ていたにせよ，彼らは「内面的」かつ「心情的」には確実に"non-conformist"であったと銘記さ 

れてよいだろう。 その証拠に， 1689年に「宗教寛容法」 が制定されると， 西部においても急速に 

non-conformistの教会が形成されていくのである。

さらに，出身地については， 当時最大のュグノー教会TREADNEEDLE STREET CHURCH 

だけしか本稿では対象にできなかったが，そこではフランス西部の出身者が非常に多く，南部出身 

者の極めて少ないことが確認できた。ただし，現段階では，それがュグノ一のロソ ドン亡命の一般 

的傾向であったかどうかは判断できない。むしろ一般化は避けたいと思う。

次に日常の職業活動からみた場合ュグノ一はどのような特徴を有したであろう力、。本稿ではこれ 

までュグノ一がもたらしたといわれる製品を一通り整理したあと，具体的な資料を提示して，検討 

してみた。そこで次のことが言えるだろう。ュグノ一はたしかにイギリスにとってn 染みの薄い商 

品をもたらし，その「輸入代替政策」に大きな影響力をもった。彼らの貢献度は大きく，当時の経 

済の専門家が「新産業誘致」という線でュグノ一亡命の利点を抵えていたことも十分に理解できる。 

しかし前世紀のネーデルランド亡命者と比較した場合，直接的な産ま上の影響力という点からはむ 

しろ小さかったように思われる。たしかに，ュグノーの多くは「編織布エ」や 「帽子製造エ」から 

なり，新種の商品を数多く紹介したといえる。だが，編工業そのものは衰退していたもののすでに 

イギリスに存在しており，また後の産業史からみても，精工業がイギリスの産業をリ一ドしたこと 

はなかったのである。その点ネーデルランド亡命者のもたらした「新毛織物」の影響力は遙かに大 

きく，17世紀の産業史の主役を演じたのであった。こうした点から見て，規模の点ではるかに小さ
(44)

いとはいえ，ネーデルランド移民者を産業史の点から高く評価する根拠は十分あると思うのである。,

大衆商品という観点からみても，新毛織物の「大衆性」と比較して，ュグノーは「奢侈品」に特化

する傾向にあり，「宮廷」の近くにも定住したという* 実がその傾向を如実にしめしている。

だが，そうは言いつつも，亡命したュグノーの大部分が当時のフランスの「中産的生産者層」で

あり，本来の「近代資本主義」の担い手であったことは否定できないであろう。ュグノー亡命によ
(45)

ってフランスの産業がどの程度の損失を彼ったかという議論は百花綠乱であるが，当時のもっとも

注 （44) W.C. Scoville, "Minority Migrations and the Diffusion of Technology," Journal of Economic 

History, X I ,1951, p. 355.



貴重な「市民的担い手」の多数をフランスが失ったことの重大性は絶えず記億されねばなるまいC

(亜細亜大学経済学部専任講師）

注 （45) W. C. Scoville〔1960〕，op. cit., p. 155. R. D. Gwynn〔1985〕， n7., pp. 157-159.後者は Scoville 

に対する批判である。ュグノー亡命によるフランスの很失は，フランス内部の産業のみの検时では不 

十分で，受け入れ側のイギリスの对フランスとの「貿易収支」の改善や金融機関への貢献を考慮に入 

れるぺきであり，それが当のフランスにどれほど大きな「脅威」になったかも考える必要があると主 

張する。


